
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
で

祇
園
祭
の
本
来
の
意
味
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
原

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和２年（2020年）１０月１０日　土曜日 第768号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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コ
ロ
ナ
時
代
の
生
き
方
に
つ
い
て

多
く
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
、

媒
介
者
に
な
る
危
険
を
避
け
る
こ
と

が
新
生
活
の
倫
理
の
核
心
で
、
そ
の

状
態
は
、
当
初
の
楽
観
的
な
予
想
に

反
し
、
か
な
り
長
期
に
及
び
そ
う
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
マ
ル
ク

ス
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
、
今
は
ネ
オ
キ

ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
終
焉
の
始
ま
り
だ

と
し
、
ウ
イ
ル
ス
は
人
々
を
物
質
主

義
か
ら
解
放
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
モ

ラ
ル
の
進
化
を
促
す
と
い
う
。

津
和
野
藩
の
神
祇
政
策

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公

は
、
日
本
資
本
主
義
の
祖
で
あ
り
、

「
論
語
と
算
盤
」
で
知
ら
れ
る
渋
沢

栄
一
。
明
治
日
本
の
最
大
の
課
題

も
、
国
民
的
倫
理
を
ど
う
形
成
す
る

か
で
あ
っ
た
。

本
で
は
神
道
も
仏
教
も
そ
う
し
た
状

況
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
唯

一
あ
っ
た
の
が
、
天
皇
に
対
す
る
漠

然
と
し
た
崇
拝
心
で
、
そ
の
た
め
幕

末
の
抗
争
で
は
い
ず
れ
が
玉（
天
皇
）

を
手
中
に
取
る
か
が
勝
敗
を
分
け

た
。と

こ
ろ
で
、
王
政
復
古
が
い
つ
の

時
代
へ
の
復
古
か
が
問
題
に
な
っ

た
。
当
時
、
最
大
の
国
学
勢
力
で
あ

る
平
田
篤
胤
派
は
律
令
制
を
主
張
し

た
が
、
そ
れ
は
後
醍
醐
天
皇
新
政
の

失
敗
を
連
想
さ
せ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
４
万
３
千
石
と
小
藩
な
が
ら
、
津

和
野
派
が
主
張
し
た
の
は
神
武
創
業

で
、
史
実
と
し
て
は
何
も
な
い
の

で
、
近
代
国
家
の
構
造
に
精
神
と
し

て
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
そ
の
た
め
の
試
行
錯

誤
を
、
津
和
野
藩
は
小
規
模
な
が
ら

実
践
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
学
だ
け

歴
史
家
の
阪
本
健
一
は
『
明
治
神

道
史
』
で
「
津
和
野
藩
の
神
祇
政
策

そ
れ
は
維
新
神
祇
行
政
の
縮
図
で
あ

り
、
否
前
奏
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

学
統
の
上
で
は
全
国
的
に
弘
ま
っ
て

い
た
本
居
・
平
田
の
勢
力
を
利
用
或

は
牽
制
し
、
政
治
的
に

は
隣
藩
聴
衆
の
力
を
利

用
し
、
そ
れ
を
京
都
公

卿
堂
上
の
一
派
に
結
び

つ
け
た
と
こ
ろ
に
津
和
野
藩
主
従
の

面
目
が
あ
り
、
明
治
神
祇
行
政
の
真

姿
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
に
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
明
治
新
政
府
の
最
大

の
課
題
は
、
欧
米
列
強
を
モ
デ
ル
に

近
代
国
民
国
家
を
い
か
に
日
本
に
根

付
か
せ
る
か
で
あ
っ
た
。
欧
米
と
日

本
の
最
大
の
違
い
は
、
欧
米
に
は
キ

リ
ス
ト
教
が
い
わ
ゆ
る
市
民
宗
教
と

し
て
広
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日

の
平
田
派
と
の
最
大
の
違
い
で
あ

る
。加

え
て
、
隣
の
長
州
と
は
、
皮
肉

な
こ
と
に
幕
府
の
長
州
征
討
の
最
前

線
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
渉
を
通

じ
て
人
脈
が
築
か
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
、
長
州
閥
が
力
を
持
つ
新
政
府
で

力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
の
仏
教
受
容
に
も
言

え
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
中

国
、
朝
鮮
を
経
て
伝
来
し
た
仏
教

は
、
既
に
そ
の
３
国
で
国
家
建
設
の

理
念
と
な
る
経
験
を
積
ん
で
い
た
。

仏
教
の
政
治
的
価
値
に
気
づ
い
た
の

は
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
聖
徳
太

子
で
、
太
子
が
著
し
た
と
さ
れ
る

『
三
経
義
疏
』
の
う
ち
２
つ
が
、
在

家
に
よ
る
『
勝
鬘
経
』
と
『
維
摩
経
』

だ
っ
た
の
は
重
要
で
あ
る
。

当
時
か
ら
日
本
人
は
現
実
的
で
、

太
子
の
思
想
は
空
海
の
即
身
成
仏
に

結
実
す
る
。
本
来
、
仏
教
は
死
ぬ
た

め
の
教
え
で
は
な
く
、
よ
く
生
き
る

た
め
の
教
え
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

心
性
を
持
つ
が
ゆ
え
に
、
近
現
代
に

な
っ
て
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
吹

き
荒
れ
て
も
、
人
々
は
や
が
て
中
庸

の
現
実
主
義
に
立
ち
返
っ
た
の
で
あ

る
。津

和
野
派
は
、
平
田
派
の
神
祇
官

祭
祀
を
宮
中
祭
祀
に
転
換
さ
せ
、
天

皇
親
祭
・
天
皇
親
政
と
世
俗
の
近
代

国
家
を
両
立
さ
せ
、
政
教
分
離
の
原

則
を
貫
き
、
今
に
続
く
近
代
的
な
天

皇
制
度
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
古

代
と
近
代
の
見
事
な
合
体
で
あ
っ

た
。キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
の
地

そ
の
津
和
野
藩
の
大
き
な
悔
い
と

な
っ
た
の
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
改
宗

に
取
り
組
み
、
多
く
の
殉
教
者
を
出

し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
元
年
、「
浦

上
四
番
崩
れ
」
と
呼
ば
れ
る
長
崎
浦

上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
流
罪
処
分

で
、
名
古
屋
以
西
の
10
万
石
以
上
の

諸
藩
が
預
か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ

が
、
津
和
野
藩
は
小
藩
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
信
仰
の
堅
い
信
徒
を
、
い
わ

ば「
や
れ
る
も
の
な
ら
や
っ
て
み
ろ
」

と
押
し
付
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

神
道
的
な
説
諭
が
彼
ら
に
通
じ
る

は
ず
も
な
く
、
衣
食
の
圧
迫
や
拷
問

に
よ
り
、
41
人
の
死
者
を
出
し
て
し

ま
う
。
長
崎
に
次
ぐ
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
鮮
血
地
の
名
を
留
め
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

神
仏
習
合
が
一
般
的
で
、
一
向
一

揆
な
ど
の
宗
教
騒
乱
は
稀
だ
っ
た
日

本
に
、
信
教
の
自
由
の
概
念
が
希
薄

だ
っ
た
の
は
政
府
も
国
民
も
同
じ

で
、
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
岩
倉
遣

欧
使
節
団
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
き
、

キ
リ
ス
ト
教
禁
止
の
高
札
が
撤
廃
さ

れ
た
の
は
明
治
６
年
に
な
っ
て
で
あ

る
。
そ
ん
な
歴
史
を
教
訓
に
、
新
し

い
時
代
の
倫
理
を
構
想
し
た
い
。

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
生
活
と
倫
理

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ

ッ
ト
同
学
会
理
事
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、
八
坂
神
社
禰

宜
の
野
村
明
義
師
が
「
祇
園

祭
の
本
質
」
と
題
し
、
次
の

よ
う
に
講
演
し
た
。
モ
デ
レ

ー
タ
は
同
学
会
理
事
長
の
三

宅
善
信
・
金
光
教
春
日
丘
教

会
長
。

八
坂
神
社
の
祭
礼
で
あ
る

祇
園
祭
は
か
つ
て
は
祇
園
御

霊
会
と
言
わ
れ
、
貞
観
11
年

（
８
６
９
）
に
都
を
は
じ
め

各
地
で
疫
病
が
流
行
し
た
と

き
、
平
安
京
の
神
泉
苑
に
当

時
の
国
の
数
に
ち
な
ん
で
66

本
の
矛
を
立
て
、
祇
園
の
神

を
祀
り
、
さ
ら
に
神
輿
を
送

っ
て
、
災
厄
の
除
去
を
祈
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
。

当
社
御
祭
神
の
素
戔
嗚
尊

は
南
海
に
旅
を
し
た
折
、
一

夜
の
宿
を
提
供
し
も
て
な
し

た
蘇
民
将
来
を
喜
び
、
疫
病

風
水
祭
祀
、
⑦
稚
児
が
神
の

依
り
代
に
な
っ
て
疫
病
を
退

治
す
る
稚
児
祭
祀
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
古
代
の
先
端
技
術

で
あ
る
陰
陽
道
に
よ
る
、
疫

病
封
じ
の
水
と
空
気
の
浄
化

の
祭
祀
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
明
治
３
年
の
「
天
社
禁

止
令
」
で
陰
陽
道
が
廃
止
さ

れ
た
た
め
、
以
後
、
そ
の
意

味
が
失
わ
れ
た
。

水
と
大
気
の
汚
染
は
世
界

的
な
問
題
で
、
コ
ロ
ナ
禍
は

そ
れ
を
も
た
ら
し
た
経
済
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
。
祇
園

祭
の
意
味
は
世
界
の
平
和
に

も
つ
な
が
る
。

次
い
で
、
大
阪
大
学
言
語

文
化
研
究
科
講
師
の
永
原
順

子
氏
が
「
水
の
中
の
異
界
〜

祭
儀
・
風
習
に
こ
め
ら
れ
た

人
々
の
祈
り
〜
」
を
、
東
京

工
業
大
学
教
授
の
弓
山
達
也

社

説

氏
が
１
０
０
年
前
の
ス
ペ
イ

ン
風
邪
と
比
較
し
な
が
ら

「
国
難
と
信
仰
〜
宗
教
が
宗

教
で
あ
る
た
め
に
〜
」
を
発

表
し
、
学
会
理
事
の
フ
ァ
ビ

オ
・
ラ
ン
ベ
ッ
リ
氏
が
米
国

幸
せ
な
最
期
を
迎
え
る
よ

う
、
死
を
迎
え
る
人
に
寄
り

添
う
看
取
り
士
育
成
の
た
め

「
看
取
り
」
を
学
問
的
に
深

め
る
日
本
看
取
り
学
会
（
柴

田
久
美
子
会
長
）
主
催
の
第

７
回
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
９

月
26
日
、
名
古
屋
市
の
愛
知

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ウ
イ

ル
あ
い
ち
で
開
か
れ
た
。
２

人
の
講
演
と
「
あ
な
た
は
誰

に
看
取
ら
れ
た
い
？
」
を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
参
加
者

は
愛
知
県
内
の
80
名
に
制
限

し
、
県
外
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
参
加
し
た
。

か
ら
、
常
任
理
事
の
塩
屋
崇

之
・
秩
父
今
宮
神
社
宮
司
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
コ
メ
ン
ト
し

た
。パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き

続
い
て
、「
多
死
社
会
に
お

け
る
死
生
観
の
あ
り
方
」
と

題
し
て
藤
和
彦
経
済
産
業
省

経
済
産
業
研
究
所
上
席
研
究

員
が
講
演
。

藤
氏
は
冒
頭
、
自
身
の
父

の
臨
終
で
、
子
供
ら
と
父
の

遺
体
を
抱
き
し
め
る
「
命
の

バ
ト
ン
」
を
行
っ
た
体
験
を

述
べ
、
看
取
り
の
重
要
性
を

語
っ
た
。
し
か
し
、
多
死
社

会
な
の
に
死
が
隠
蔽
さ
れ
、

介
護
施
設
に
入
る
と
社
会
か

ら
隔
離
さ
れ
る
「
悲
し
い
現

実
」
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、

今
年
７
月
に
出
版
し
た
自
著

『
人
は
生
ま
れ
変
わ
る
〜
縄

文
の
心
で
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
生
き
る
〜
』
を
紹
介
し
な

が
ら
、
縄
文
時
代
の
母
胎
に

見
立
て
た
土
器
に
子
供
の
遺

体
を
入
れ
る
「
土
器
棺
墓
」

に
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
の
死

生
観
が
見
ら
れ
る
と
述
べ

た
。魂

の
尊
さ
を
体
験
す
る
看

取
り
の
「
生
ま
れ
変
わ
り
」

死
生
観
が
若
い
世
代
に
広
ま

る
こ
と
で
、「
望
ま
し
い
最

期
」
が
日
本
の
「
弔
い
」
を

変
え
少
子
化
を
止
め
る
、
看

取
り
は
希
望
だ
、
と
締
め
く

く
っ
た
。

次
に
、
柴
田
久
美
子
日
本

看
取
り
士
会
会
長
と
大
門

氏
、
藤
氏
に
よ
る
鼎
談
が
行

わ
れ
た
。
大
門
教
授
は
、
稲

盛
和
夫
氏
が
人
生
の
目
標
を

「
魂
磨
き
」
と
し
て
い
る
こ

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！
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日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
TEL03-3813-6344  Fax03-3813-8990

（
定
価
：
本
体
２
０
０
０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
TEL03-6657-9000  Fax03-6657-8999
http://www.kisaragibook.com

四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

流
行
の
際
「
蘇
民
将
来
子
孫

也
」
と
記
し
た
護
符
を
持
つ

者
は
疫
病
を
免
れ
る
と
約
束

し
た
と
の
故
事
に
ち
な
み
、

祇
園
祭
で
は
そ
の
護
符
を
身

に
つ
け
て
奉
仕
す
る
。
医
学

が
未
発
達
の
古
代
、
ど
の
よ

う
に
し
て
疫
病
を
防
ご
う
と

し
た
の
か
。

昨
年
は
祇
園
祭
が
始
ま
っ

て
１
１
５
０
年
の
節
目
の
年

で
盛
大
に
行
わ
れ
た
が
、
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
簡
略
化
さ

れ
た
。
祭
で
疫
病
が
鎮
ま
っ

た
の
で
祇
園
信
仰
が
全
国
に

広
ま
り
、
山
鉾
巡
行
が
ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。

祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
神
輿

が
出
る
前
の
露
払
い
の
山
鉾

巡
行
で
、
祇
園
囃
子
で
疫
神

を
集
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
山
鉾

町
に
連
れ
帰
り
、
蔵
に
閉
じ

込
め
る
と
一
般
的
に
解
釈
さ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
日
本
舞

踊
（
花
柳
流
・
花
柳
柳
優
）

上
映
に
続
き
、「
死
ん
だ
ら
ど

う
な
る
？
」
と
題
し
て
大
門

正
幸
中
部
大
学
教
授
・
バ
ー

ジ
ニ
ア
大
学
客
員
教
授
が
講

演
し
た
。

大
門
教
授
は
臨
死
体
験
に

共
通
す
る
現
象
、
魂
が
肉
体

か
ら
離
脱
し
、
暗
い
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
眩
し
い
光
に

出
会
い
、
親
や
様
々
な
人
と

の
出
会
い
や
自
分
の
人
生
を

回
顧
す
る
│
│
を
紹
介
。
次

に
、「
前
世
療
法
」
で
は
前
世

者
と
の
一
体
に
よ
り
幸
福
感

に
満
た
さ
れ
る
事
例
を
報
告

し
、
全
て
の
存
在
は
愛
に
よ

っ
て
繋
が
り
合
い
、
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
輝
く
と
述
べ

た
。
そ
し
て
「
生
ま
れ
変
わ

り
現
象
」
の
特
徴
を
語
り
な

が
ら
歌
を
披
露
し
会
場
を
沸

か
せ
た
。

以
上
の
事
例
か
ら
、
人
が

生
ま
れ
た
の
は
「
愛
す
る
こ

と
」
と
「
学
ぶ
」
た
め
で
、

死
を
前
に
し
て
不
安
や
恐
れ
、

寂
し
さ
に
襲
わ
れ
る
が
、
生

ま
れ
変
わ
り
が
あ
る
と
知
っ

て
い
れ
ば
気
持
ち
が
変
わ
る

の
で
は
な
い
か
と
結
ん
だ
。

因
は
、
①
平
安
京
が
見
え
な

い
結
界
都
市
か
ら
見
え
る
結

界
都
市
に
な
っ
た
、
②
応
仁

の
乱
に
よ
る
山
鉾
の
消
失
と

祭
の
中
断
、
③
明
治
の
神
仏

分
離
に
よ
る
祭
神
・
社
名
・

祭
礼
名
の
変
更
、
④
廃
仏
毀

釈
に
よ
る
祇
園
（
疫
神
・
龍

神
・
暦
神
・
蘇
民
）
信
仰
の

封
印
、
⑤
「
龍
穴
」
信
仰
の

封
印
、
⑥
改
暦
に
よ
る
水
無

月
満
月
祭
祀
の
封
印
、
⑦
交

通
・
観
光
優
先
に
よ
る
祭
祀

の
変
貌
で
あ
る
。

祇
園
祭
の
７
大
祭
祀
は
、

①
牛
頭
天
王
に
よ
る
疫
神
祭

祀
、
②
社
殿
下
の
龍
穴
（
井

戸
）
が
平
安
京
の
水
脈
を
浄

化
す
る
龍
穴
祭
祀
、
③
御
旅

所
祭
祀
、
④
旧
暦
６
月
の
水

無
月
祭
祀
、
⑤
月
光
で
水
を

浄
化
す
る
満
月
祭
祀
、
⑥
山

と
鉾
で
都
の
風
水
を
整
え
る

神道国際学会

アートヴィレッジ
受注センター
〒657-0846神戸市灘区岩屋北町3-3-18・4F
TEL078（882）9305   FAX078（801）0006　

日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

上
が
っ
て
き
た
今
日
の
宗

教
・
教
団
の
課
題
、
見
え
な

い
異
界
や
死
後
の
世
界
に
対

す
る
理
解
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
、
学

会
常
任
理
事
の
芳
村
正
徳
・

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「
万
軍
の
主
は

こ
の
山
で
祝
宴
を

開
き
す
べ
て
の
民

に
良
い
肉
と
古
い
酒
を
供
さ
れ
る
。
そ

れ
は
脂
肪
に
富
む
良
い
肉
と
え
り
抜
き

の
酒
。
主
は
こ
の
山
で
す
べ
て
の
民
の

顔
を
包
ん
で
い
た
布
と
す
べ
て
の
国
を

覆
っ
て
い
た
布
を
滅
ぼ
し
、
死
を
永
久

に
滅
ぼ
し
て
く
だ
さ
る
。
主
な
る
神
は
、

す
べ
て
の
顔
か
ら
涙
を
ぬ
ぐ
い
、御
自
分

の
民
の
恥
を
地
上
か
ら
ぬ
ぐ
い
去
っ
て

く
だ
さ
る
。
こ
れ
は
主
が
語
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
日
に
は
、
人
は
言
う
。

見
よ
、こ
の
方
こ
そ
わ
た
し
た
ち
の
神
。わ

た
し
た
ち
は
待
ち
望
ん
で
い
た
。
こ
の

方
が
わ
た
し
た
ち
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
。

こ
の
方
こ
そ
わ
た
し
た
ち
が
待
ち
望
ん

で
い
た
主
。
そ
の
救
い
を
祝
っ
て
喜
び

躍
ろ
う
。
主
の
御
手
は
こ
の
山
の
上
に

と
ど
ま
る
。」（
イ
ザ
ヤ
25
：
６
│
10
）

ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
安
息
日
に
家
族
で
食

卓
を
囲
み
、
創
造
の
完
成
の
日
を
先
取

り
し
て
祝
う
。
週
の
は
じ
め
の
日
に
キ

リ
ス
ト
教
徒
は
小
羊
の
婚
宴
を
先
取
り

し
て
祝
祭
を
捧
げ
る
。
創
造
主
の
願
い

が
成
就
す
る
こ
と
を
願
う
信
仰
者
は
、

神
の
救
い
の
御
業
の
完
成
の
時
を
待
ち

望
む
。
そ
の
日
、
人
類
は
神
と
顔
と
顔

を
合
わ
せ
て
寿
ぐ
祝
宴
の
喜
び
を
味
わ

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
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│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

９
月
21
日
の

敬
老
の
日
、
自

治
会
で
は
80
歳

以
上
の
お
年
寄

り
に
記
念
品
を

贈
る
こ
と
に
し

て
い
た
。
自
治
会
長
も
３

度
目
に
な
る
天
地
子
は
少

し
考
え
、
自
治
会
の
小
学

生
に
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

と
い
っ
て
も
３
人
し
か
い

な
い
。
う
ち
２
人
は
６
年

生
と
１
年
生
の
姉
弟
な
の

で
、
そ
の
祖
父
に
打
診
す

る
と
、喜
ん
で
、と
の
こ
と

▼
当
日
、
福
祉
委
員
の
運

転
で
後
ろ
に
２
人
を
乗
せ
、

該
当
す
る
家
を
訪
問
し
た
。

事
前
に
案
内
し
て
い
た
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔
で
出

迎
え
て
く
れ
る
。
子
供
ら

は
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
」
と
市
の
共
通
商
品
券

を
手
渡
す
。「
ど
こ
の
お
子

さ
ん
？
」と
、最
近
は
子
供

の
顔
を
知
ら
な
く
な
っ
て

い
る
▼
仲
良
し
の
お
ば
あ

さ
ん
２
人
は
、
庭
に
出
て

一
緒
に
迎
え
て
く
れ
た
の

で
、記
念
撮
影
。
後
で
小

学
校
に
送
る
と
、
広
報
誌

に
載
せ
ま
す
と
喜
ば
れ
た

▼
回
り
終
え
、
子
供
た
ち

に
は
ご
褒
美
の
図
書
券
を
。

こ
れ
が
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
て
ほ
し
い
▼
９
月
末

に
は
、
大
き
く
な
っ
た
ジ

ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
を
幼
稚

園
と
小
学
校
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
畑
か
ら
運
び
出
す
の

が
ひ
と
苦
労
で
、
太
い
金

網
で
作
っ
た
籠
に
の
せ
、

四
隅
に
通
し
た
ロ
ー
プ
に

棒
を
か
け
、
４
人
で
何
と

か
担
い
で
軽
ト
ラ
へ
▼
最

重
は
約
１
２
０
キ
ロ
で
、

小
学
校
へ
。
次
の
約
１
０

０
キ
ロ
を
幼
稚
園
に
届
け

る
と
、
昼
休
み
だ
っ
た
の

で
園
児
た
ち
が
集
ま
り
、

大
騒
ぎ
に
。
10
月
末
の
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
に
使
い
た
い
の

で
と
、
残
り
の
カ
ボ
チ
ャ

も
届
け
る
こ
と
に
し
た
。

子
供
が
卒
業
す
る
と
学
校

と
の
縁
が
な
く
な
り
が
ち

だ
が
、
子
供
は
地
域
全
体

で
育
て
る
よ
う
に
し
た
い
。

と
を
紹
介
し
、
生
ま
れ
変
わ

り
を
知
る
こ
と
が
人
生
を
輝

か
す
、
と
感
想
を
語
っ
た
。

藤
氏
は
、
そ
う
考
え
た
方
が

楽
し
く
、
日
本
社
会
の
良
さ

を
取
り
戻
せ
る
、
と
応
じ

た
。
柴
田
会
長
は
、
看
取
り

の
活
動
自
体
が
前
世
か
ら
引

き
継
い
だ
も
の
で
、
生
ま
れ

変
わ
り
を
信
じ
、
徳
を
積
む

こ
と
で
来
世
は
も
っ
と
素
晴

ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
、

そ
れ
は
２
５
０
人
の
臨
終
に

立
ち
会
っ
て
感
じ
て
き
た
こ

と
、
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
事
前
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
収
録
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
あ
な
た
は
誰
に
看

取
ら
れ
た
い
で
す
か
？
」
を

上
映
。
稲
増
美
佳
子
看
取
り

士
が
座
長
を
務
め
、
柴
田
会

長
や
名
古
屋
の
白
瀧
貴
美
子

看
取
り
士
や
舩
井
勝
仁
㈱
舩

井
本
社
代
表
、
渡
部
俊
弘
北

海
道
文
教
大
学
長
が
発
言
し

た
。閉

会
の
辞
で
柴
田
会
長

は
、
看
取
り
士
は
現
在
１
２

４
４
名
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
エ
ン
ジ
ェ
ル
チ
ー
ム
が
１

２
７
７
支
部
に
広
が
り
、
映

画
「
看
取
り
士
」
が
10
月
１

日
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
映

画
祭
で
上
映
さ
れ
る
こ
と
を

報
告
。「
看
取
り
士
会
の
夢
は

全
て
の
人
が
最
期
、
愛
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
旅
立
て
る

社
会
創
り
で
す
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
神
道
国
際
学
会
の
主
催
で
、
第
24
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
「
神
々
と
伝
染
病
」
が
９
月
13
日
、
京
都
駅
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
直
接
の
参
加
者
は
限
定
さ
れ
た
が
、
内
外
か
ら
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
じ
め
多
く
の

人
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
参
加
。
こ
れ
ま
で
の
日
常
が
崩
壊
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
生
活
様
式
が
提
唱
さ
れ
る
中
、
神
道
が
疫
病
や

人
々
の
生
活
態
度
、
モ
ラ
ル
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
、
宗
教
家
や
研
究
者
が
発
表
し
討
議
が
行
わ
れ
た
。

国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー「
神
々
と
伝
染
病
」

教
派
神
道
連
合
会
理
事
長
・

神
習
教
教
主
の
挨
拶
で
閉
会

し
た
。

日
本
の
看
取
り
を
考
え
る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

名古屋市

柴田久美子会長

自
宅
幸
せ
死
を
目
指
し
て

フォーラムの様子＝9月26日、名古屋市内の会場

海外からもオンラインでコメント＝9月13日、京都市下京区の会場


